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義務教育課  

【小学校の取組】 

管内 学校名 特徴的な取組（概要） 

熊本市 

熊本市立城東小学校 

水・電気・植物を大切にし、紙のリサイクルを実践する
という環境緑化委員会の「環境ＩＳО宣言２０２３」をも
とに、細かい行動目標を立てている。環境緑化委員会が行
う掃除の仕方の紹介、朝の「緑の活動」、リサイクル箱の
設置や「一人一鉢」の花の植栽活動などが児童の学校環境
に対する意識の高まりに繋がっている。熊本中央地区少年
警察ボランティア連絡協議会の事業に参加し、プランター
への花の植栽活動も行った。 

熊本市立日吉東小学校 

児童および職員ともに具体的な宣言項目を細かに立てて
おり、目指す数値目標も確実に設定している。節電、節水、
草花の栽培、地域に出かけての清掃活動などの取組を、各
委員会や授業、ボランティア活動など学校教育全体で行っ
ている。神社の清掃活動など、地域に出かけての清掃活動
も行っている。また、それぞれの取組についての成果や課
題についてもしっかりと考察できている。 

山鹿市 

山鹿市立めのだけ小学校 

環境委員会、飼育栽培委員会の児童が環境美化に主体的
に取り組んだ成果が出ている。特に、児童一人一人が自分
にできる環境ＩＳＯの取組をテーマにして学校全体で取り
組んでいる。また、学校だけでなく家庭、地域が一体とな
ったエコ活動やリサイクル活動を行っている。節水の取組
や雑草がない運動場にする取組等、児童の主体的な取組を
ホームページで各家庭や地域に発信している。  

山鹿市立菊鹿小学校 

児童会（環境委員会）が中心となり、栽培活動に関する
取組と、アルミ缶の回収や節水キャンペーンなどのＳＤＧ
ｓの視点を取り入れた環境保全に関する取組を実践してい
る。栽培活動を工夫して取り組み、活動を通してこれまで
以上に自然環境に関心を持つことができた。栽培活動につ
いては、「人権の花運動」の取組の発表と同時に、市内全
体や保護者、地域住民にも知らせている。 

宇 城 宇城市立海東小学校 

全児童で学校版環境ＩＳＯ宣言項目を話し合って決定
し、一年を通して数値的な目標を意識した取組を進めてい
る。家庭や地域及び関連団体等と連携しながら農作業体験
や自然を知る活動に積極的に取り組んでいる。リサイクル
活動や資源の節約等に向けた意識の高揚も見られ、海東小
学校区全体で環境問題の解決に意欲的に関わろうとする様
子が見られる。 

玉 名 荒尾市立平井小学校 

環境委員会で児童宣言について話し合い、具体的な数値
目標や取組が設定されている。児童の委員会活動を中心に、
教師と児童が一体となって活動し、定期的に見直しと啓発
を行い、意識を高めるための取組をしている。月ごとに水
道・電気・エコキャップ集めの記録を取り、エコキャップ
については、昨年度を上回ることができている。  
また、家庭の協力やＰＴＡと連携した取組がなされてい

て、保護者や地域へと活動の広がりが見られる。  

菊 池 合志市立合志南小学校 

児童の委員会活動では環境・美化委員会をはじめ、学校
環境に関する４つの委員会が連携して取り組んでおり、環
境への取組の広がりが見られる。 
児童生徒及び職員の宣言項目・数値目標が具体的であり、

地域の方々とも協力して取組ができており十分な成果が得
られている。 
 今後も節電や節水、環境美化についての啓発と実践に見
直しを図りながら継続した取組が期待される。  



阿 蘇 
南小国町立 

市原小学校 

環境委員会を中心に、環境保全等につながる取組を行い、
一人一人の児童が環境整備等に取り組みやすいように工夫
している。また、全校児童での花植えなど、学校全体で環
境緑化活動に取り組んでいる。児童が収穫したマリーゴー
ルドの種子にメッセージカードをつけて、南小国町主催の
「きよら祭」や「きよら人権デー」で参加者に配布するな
ど、環境保全活動を保護者や地域へ積極的に発信している。 

上益城 山都町立蘇陽小学校 

「環境から学ぶ」、「環境について学ぶ」、「環境のた
めに学ぶ」という視点から、全校児童一人一人の環境に対
する意識を４Ｓ活動等につなげている。１年生から６年生
までの縦割り班で行う栽培活動や掃除、一人のときでも環
境活動に取り組みやすい４Ｓ（整理・整頓・節電・節水）
に全校で取り組んでいる。また、環境活動を多くの人に伝
える取組として、本年度、環境省「環境教育・ＥＳＤ動画
１００選」に応募し、認定されている。 

八 代 

八代市立日奈久小学校 

学校の課題を踏まえた宣言項目を設定し、環境委員会を
中心に取組が進められている。また、地域との連携におい
ては、地域の婦人会、中学校と合同で校区の清掃活動「ク
リーン作戦」を実施することができており、このことで地
域が一体となった環境保全への意識の高まりが見られる。
その他にも、ペットボトルキャップ集めにおいても目標値
を超えることができていることから、家庭や地域への継続
した周知・啓発の成果が表れている。 

氷川町立宮原小学校 

各取組の結果を、グラフ化するなどして掲示され、児童
の達成感、次の取組の意欲へとつなげている。ＣＳの方々
及び保護者と連携して学校花壇の整備に取り組み、学校・
地域・家庭が一体となった環境整備が行われている。 
また、学校の取組を「学校だより」等で、家庭・地域に

知らせたことは、児童の自己有用感につながるとともに、
家庭・地域への啓発となっている。 

芦 北 芦北町立佐敷小学校 

環境委員会の児童が担当クラスに、ＩＳＯ宣言のチェッ
クや環境保護のための呼びかけ等を行い、児童・教職員の
日常的な意識化が図られている。 
また、食育の一環としてのさつま芋の苗植え、豪雨災害

の復旧・復興の一環としてのばれいしょの栽培実証、環境
委員会による花の栽培と町への寄贈等、地域と一体となっ
た環境保全活動を通して、児童の環境美化意識の向上につ
ながる取組を積極的に行っている。 

球 磨 
あさぎり町立 

須恵小学校 

「節電・節水・紙節約の取組」だけでなく「一人一鉢の
取組」や「縦割り班での美化作業」等に取り組み、学校を
きれいにしようとする児童の意識が高まった。 
学期末ごとに全児童及び全職員にアンケートを行い、そ

の結果を集会時に報告することで環境への意識を高め、環
境美化に対する実際の行動へつなげる取組を行っている。 
また、以前から家庭や地域と連携した取組として、地域

団体との和綿の栽培活動に取り組んでいる。 

天 草 

天草市立 

牛深東小学校 

これまでの取組を周知徹底するため掲示等の工夫を行う
とともに、児童会における各委員会での分担した学校総体
としての取組を実施することで、児童主体の活動が行われ
ている。また、保護者・地域との連携を意識した活動とし
て、ＰＴＡによる美化作業以外にも、ＰＴＡの環境整備委
員会主催のペットボトルキャップ集めを児童と連携して実
施し、学校と保護者・地域が一体となった活動が行われた。 

苓北町立志岐小学校 

環境委員会の児童による「ＩＳＯ宣言」、校内放送によ
る継続した呼びかけ（毎週木曜日の給食時）、ゴミの分別
状況の点検、記録等、児童が主体的に取組を行っている。 
また、事務職員に毎月の電気や水の使用量を確認し、校

内回覧をするなど、職員との連携も図っている。職員は、
環境コーナーの掲示板に「ＳＤＧsクイズ」を掲示し、児童
が興味をもつことができるような取組を行っている。 



 

 

【中学校の取組】 

管内 学校名 特徴的な取組（概要） 

熊本市 

熊本市立湖東中学校 

 整美委員会による掃除のチェックや緑化委員会が中心と
なって行う花の苗植えや水やりの活動などの委員会活動を
中心とした取組に加え、校区にある自然を活用した授業に
より、生徒の環境や自然に対する意識を高めている。特別
支援学級では校外学習の取組として、江津湖の水質調査も
行われている。職員も節電、節水はもちろん紙の消費量削
減に努めている。 

熊本市立天明中学校 

校内だけではなく、ＰＴＡや地域組織との連携が充実し
ている。長年地域と連携して取り組んでいる様々な活動を
継続することで、環境保全に向けた活動が生徒主体になり、
そのことが、生徒や職員の環境に対する意識の高さに繋が
っている。また、今年度は総合的な学習の時間と委員会活
動とを関連させて、全校でＥＳＤ（持続可能な開発のため
の教育）の視点に立った学習活動に取り組んでいる。 

山鹿市 山鹿市立鹿北中学校 

 環境ＩＳＯをＳＤＧｓと関連付け、「持続可能な地球を
鹿北から」という視点で継続的に取り組んでいる。  
生徒会が前年度の取組の振り返りを基に見直しをし、計

画、実行することで、取組の進化、深化がみられる。 
また、「鹿北中版ＳＤＧｓ」としてまとめ、学校内だけ

でなく、総合的な学習の時間をつかって保護者や地域住民
に発信し啓発している。  

宇 城 宇城市立小川中学校 

生徒会活動を中心に生徒が美化コンクールやリサイクル
活動等に主体的に取り組み、環境ＩＳＯ宣言事項について
全校生徒参加の集会で共通理解を図るなど、具体的な実践
へつなげている。宇城市の事業である「フードパントリー」
にも積極的に参加し、保護者への呼びかけも行い、行政機
関等と協力した実践を行っている。定期的に環境保全への
取組等を実践することにより、生徒の意識の向上や、主体
的な活動につながった。 

玉 名 玉名市立玉名中学校 

３つの委員会の委員長、副委員長、計８名による実行委
員会を立ち上げ、全校生徒に行う環境への意識調査をもと
に宣言項目を定めた。日頃の実践をエコアイデアとして放
送で紹介し、意識を高めた。職員からの取組も放送で提案
している。また、地域の花作り部会の方々を学校に招き、
指導していただいたり、一緒に苗植えを行ったりする等、
地域や保護者とも活動を推進している。 

菊 池 大津町立大津北中学校 

無言掃除コンクールやクリーン作戦など、環境委員会主
催の行事を活用した取組のほか、昨年度に引き続き、ペッ
トボトルキャップを保健委員会の呼びかけで収集した。各
取組はクラスごとに記録をとったり、電気使用量や水道使
用量を毎月放送したりするなどの工夫が見られる。また、
生徒だけでなく、教職員にも節電を呼びかけ、学校一体と
なって取り組んだ結果、設定した数値目標を上回った。 

阿 蘇 阿蘇市立阿蘇中学校 

生徒会活動（環境美化委員会・ボランティア委員会）を
中心に、リサイクル運動や校内緑化活動など、具体的な取
組を進めている。特に、生徒会活動を中心とした節水への
呼びかけは功を奏し、水道使用量が前年比で約３割減少し
た。また、ＰＴＡ等と連携して、制服や体育服等のリユー
スに取り組み、中学生と教職員、保護者、地域が一体とな
って環境保全等に取り組む体制づくりができている。 



上益城 益城町立益城中学校 

ＩＳＯ宣言として、生徒１０項目、職員８項目が掲げら
れ、各委員会を中心とした生徒の主体的な活動が行われて
いる。美化委員会やボランティア委員会、給食委員会の活
動等により、生徒の環境への意識が高まっている。職員は、
印刷用紙の再利用や職員室のごみの分別、リサイクル等に
力を入れている。また、学校運営協議会と連携した地域の
神社の清掃活動も行っている。  

八 代 

八代市立坂本中学校 

学校版環境ＩＳＯへの取組が、一つの委員会だけでなく、
学校組織全体で行われている。すべての委員会で様々な視
点から取り組むことで、全職員、全生徒の意識向上につな
がっている。また、各委員会での取組にとどまらず、成果
と課題を整理し、次の取組へつなぐことができている。さ
らに、廃油石鹸を作り、家庭で活用したり、文化祭バザー
で販売したりすることで、地域や家庭への啓発にもつなが
っている。 

氷川町及び八代市中

学校組合立 

氷川中学校 

学校総体として取り組む体制ができている。生徒が主体
となった「ペットボトルキャップクラスマッチ」や、環境
美化委員を中心に生徒と職員が一体となった節電・節水の
取組及び紙の消費量の減量化などの取組は、計画的、継続
的な取組として定着している。また、「環境コーナー」の
「電気・水道使用量のグラフ」は、生徒の節電・節水の意
識を高めることにつながっている。 

芦 北 水俣市立水俣第一中学校 

生徒会の整美・環境ＩＳＯ委員会において、今年度のＩ
ＳＯ宣言項目内容を検討し、数値目標を定め、全校生徒へ
周知したことにより、目標達成に向けて、生徒が主体的に
取り組んでいる。また、地域ごみ分別収集へ生徒が参加し
ている。ＩＳО宣言に対するアンケート調査を実施するこ
とで、課題を把握し、今後の具体的な取組についても考え
られている。 

球 磨 
あさぎり町立 

あさぎり中学校 

学校版環境ＩＳＯの取組について、環境委員会だけでな
く生徒会やボランティア委員会が協力しながら宣言項目を
設定し、節電・節水を呼びかけるポスターを作成・掲示し
たり、清掃態度チェックを行う「クリーンウィーク」を実
施したりして生徒が主体的な取組を進めている。また、校
内の環境整備だけでなく、地域の福祉施設に生徒が育てた
花のプランターを届ける等、地域と連携した取組も実施し
ており、生徒の環境美化への意識が高まっている。  

天 草 

天草市立河浦中学校 

常時活動としてのペットボトルキャップ回収において、
生徒会環境美化委員会を中心に、学校及び保護者・地域と
連携した活動が充実しており、８か月間で１万５千個とい
う成果が上がっている。また、家族全員参加型の「家庭版
環境ＩＳＯ」に取り組んでおり、家庭で取り組んだ内容を
記入する表に環境美化委員が「環境家族認定印」を押して
返却する評価活動を行っている。そのことにより、年度ご
との深化を目指したＰＤＣＡサイクルが確立している。 

上天草市立 

松島中学校 

生徒総会で、環境委員長が、ＩＳＯについての説明を行
った上で、ＩＳＯ宣言項目及び数値目標を提案し、全校生
徒で節電やリサイクル活動等に取り組んでいる。  
各委員会での呼びかけは、朝の会、帰りの会、掃除のは

じめの放送など、効果的な方法でタイムリーに行っている。 
校内の活動以外に、松林整備ボランティア（２回）では、

総計１００名の生徒が地域の一員として参加するだけでな
く、マツの下枝剪定の指導も受け、実際に剪定を行った。 

 


